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14 公立学校教員採用候補者選考検査の実施状況 

  令和７年度（２０２５年度）選考検査は、第１次検査を令和６年６月１６日(日)、第２次検査を８月２日(金)～ 
４日(日)に実施しました。志願者数（特別選考＊１対象者数及び追加選考対象者数を含む。）は、２，３４９名
で、そのうち１，１８８名を登録しており、倍率は２．０倍となっています。 

○ 実施結果（特別選考対象者及び追加選考対象者を含む。） 

区分 志願者数（人） 一次合格者数（人） 登録者数（人） 志願倍率 

小学校 ４６９ ４６４ ３５９ １．３ 

（４） （４） （２） （２．０） 

中学校 国語 ７２ ６８ ４０ １．８ 

社会 １９４ １７８ ４５ ４．３ 

数学 ８９ ８５ ６１ １．５ 

理科 ６９ ６１ ３８ １．８ 

音楽 ５０ ４９ ２７ １．９ 

美術 ２８ ２８ １５ １．９ 

保健体育 １９２ １６９ ４３ ４．５ 

技術 ８ ７ ４ ２．０ 

家庭 １７ １５ ９ １．９ 

英語 ７４ ６８ ４５ １．６ 

小計 ７９３ ７２８ ３２７ ２．４ 

（９） （８） （５） （１．８） 

高等学校 国語 ４２ ４２ ３１ １．４ 

地理歴史 ６５ ５２ 
５５ ２．２ 

公民 ５７ ５４ 

数学 ５８ ５３ ３６ １．６ 

理科 ３８ ３６ ２８ １．４ 

保健体育 １３６ １１２ ３４ ４．０ 

音楽 １４ １２ １ １４．０ 

英語 ４０ ３６ ２０ ２．０ 

家庭 ８ ４ ４ ２．０ 

情報 １５ １５ １１ １．４ 

農業 ２６ １９ １０ ２．６ 

工業 ２０ １５ １２ １．７ 

商業 ２６ ２５ ７ ３．７ 

水産 ４ ３ ３ １．３ 

看護 ３ ３ ３ １．０ 

福祉 ２ ２ １ ２．０ 

小計 ５５４ ４８３ ２５６ ２．２ 

特別支援学校 小学部 ５１ ４９ ２８ １．８ 

中・高等部 １３１ １２５ ６７ ２．０ 

小計 １８２ １７４ ９５ １．９ 

自立活動 ２   ２ ２ １．０ 

計 １８４ １７６ ９７ １．９ 

養護教諭 ３６７ ３１２ １３２ ２．８ 

栄養教諭 ８０ ６９ １７ ４．７ 

合計 ２，３４９ ２，２３３ １，１８８ ２．０ 
※ 小学校及び中学校の（ ）内は地域枠＊２内数 

  ※ 小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の「志願者」及び「１次合格者」については、一般選考における併願者を第１希望区分、第２希望区
分それぞれに重複計上。なお、「合計」は実人員。 

  ＊１ 特別選考：次の 11 の選考区分により実施している。 
       ① スポーツ・芸術特別選考 
       スポーツや芸術等の分野において秀でた技能・実績を有する者を対象として実施 
     ② 障がい者特別選考 
       身体・知的又は精神に障がいのある者を対象として実施 
     ③ 工業・水産特別選考 
       高等学校の工業及び水産において、特定分野の資格を有する者を対象として実施 
     ④ 社会人特別選考 
      高等学校（工業、商業、英語、看護、水産、福祉）又は特別支援学校自立活動（肢体不自由教育）の教育職員免許状を有しない者で、教科

に関する専門的知識や技能（資格）を有する者を対象として実施 
     ⑤ 現職教員特別選考 
      北海道及び北海道内の市町村以外の者が設置する小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等に現に勤務する者で、正規教員としての

勤務が３年以上の者を対象として実施 
     ⑥ 登録辞退者等特別選考 
       過去３年以内に登録・採用を辞退した受検者を対象として実施 
     ⑦ 期限付教員特別選考 
        北海道教育委員会又は北海道内の市町村教育委員会に期限を付されて任用され、北海道内の公立学校に一定期間以上の勤務実績がある者 

を対象として実施 
     ⑧ 退職教員特別選考 
       過去に北海道教育委員会が任用する正規教員として引き続き５年以上勤務した者で、育児又は介護を理由に退職した者を対象に実施 
         ⑨ 教職大学院特別選考 
           教職大学院を修了している者又は教職大学院に在学中の者を対象として実施（教職大学院在学中の者は、教職大学院修了後採用） 
     ⑩ セカンドキャリア特別選考（教育職員免許状取得者対象） 
       民間企業等における本採用（正規採用）職員として勤務経験を３年以上有する者又は JICA が実施する青年海外協力隊の隊員としての派遣 

経験が２年以上有する者 
     ⑪ セカンドキャリア特別選考（教育職員免許状非取得者対象） 
       民間企業等における本採用（正規採用）職員として勤務経験を３年以上有する者又は JICA が実施する青年海外協力隊の隊員としての派遣 

経験が２年以上有する者で教育職員免許状を取得していない者 
  ＊２ 地域枠 
     「日高、宗谷、オホーツク、根室」の４管内において、採用段階から地域への定着率を高め、地域に根ざした教育を推進する中核となる職員

を育成するため、平成 23 年度（2011 年度）（オホーツクは令和３年度（2021 年度））選考検査から実施している。 
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15 職員の懲戒処分等の状況 

  令和６年度（２０２４年度）の事務局職員の懲戒処分件数は２件であり、令和５年度（２０２３年度）の１件と 
比較し、１件増加しています。 

    また、学校職員の懲戒処分件数は９８件であり、令和５年度（２０２３年度）の８９件と比較し、９件増加してい
ます。 

    道教委では、職員の不祥事を防止するため、服務規律の保持に努めています。 

(1) 懲戒処分件数 
 ［事務局職員］ 

区分 交通違反 金銭 わいせつ その他 合計 備考 

懲戒免職 
R5       

R6       

停  職 
R5       

R6       

減  給 
R5       

R6 １    １  

戒  告 
R5 １    １  

R6 １    １  

合  計 
R5 １    １  

R6 ２    ２  

 ［学校職員］ 
区分 交通違反 金銭 わいせつ 体罰 その他 合計 備考 

懲戒免職 
R5 １ １ １２  １ １５  

R6 ２ ４ ８  ２ １６  

停  職 
R5 ４  ５  ２ １１  

R6 ８  ２  ４ １４  

減  給 
R5 １１   ８ １０ ２９  

R6 ２６   ７ ９ ４２  

戒  告 
R5 １３   ４ １７ ３４  

R6 １９   １ ６ ２６  

合  計 
R5 ２９ １ １７ １２ ３０ ８９  

R6 ５５ ４ １０ ８ ２１ ９８  

(2) 不祥事の防止に向けた取組 
時期 取組 取組の内容 対象 

R6.4.4 「コンプライアンス

確立月間」について 

「コンプライアンス確立月間」である５月、６月におい

て、職場研修を集中的に実施するなど、不祥事等の再発防

止に係るきめ細かな取組を検討し、積極的に実施するよう

指導した。 

公立学校教職員 

R6.5.17 全道コンプライアン

ス確立会議 

全道コンプライアンス確立会議を開催し、教職員の不祥

事等の再発防止に係る意見交換や情報交換を通し、全道的

な共通理解を図るとともに、情報を共有し、不祥事の再発

防止に係る取組への反映を図った。 

公立学校教職員 

R6.6.6 令和５年度（2023 年

度）体罰等に係る実

態把握の結果及び体

罰等の防止について 

令和５年度の体罰等に係る実態把握の調査結果を周知す

るとともに、体罰事案の調査結果を作成し、体罰等の防止

に向けた指導の徹底を図った。 

公立学校教職員 

R6.7.8 飲酒運転根絶に向け

た取組について 

飲酒運転根絶道民宣言のスローガン「飲酒運転をしない、

させない、許さない」に「そして見逃さない」と社会の目

を広げるメッセージが追加され、啓発の強化が図られたこ

とを周知するとともに、取組強化期間における効果的な取

組の実施等、飲酒運転根絶に向けた指導の徹底を図った。 

事務局職員 

公立学校教職員 

R6.7.16 飲酒運転根絶に向け

た取組の徹底につい

て 

中学校職員が飲酒運転により検挙される事案が発生した

ことを受け、職員一人一人が公務員としての立場を自覚す

るよう指導した。 

公立学校教職員 

R6.10.8 飲酒運転根絶に向け

た取組の徹底につい

て 

 中学校職員が飲酒運転により検挙される事案が発生した

ことを受け、職員一人一人が公務員としての立場を自覚す

るよう指導した。 

公立学校教職員 

R6.10.15 飲酒運転根絶に向け

た取組の徹底につい

て 

中学校職員が飲酒運転により検挙される事案が発生した

ことを受け、職員一人一人が公務員としての立場を自覚す

るよう指導した。 

公立学校教職員 
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時期 取組 取組の内容 対象 

R6.11.22 市町村立学校におけ

る私費会計の適切な

取扱い及び金銭事故

の防止について 

小学校教頭が自校の私費会計から現金を着服した事案が

発生したことを受け、会計処理の適正化や透明化を図るな

ど、取扱いに厳正を期すよう指導した。 

市町村立学校教

職員 

R6.11.26 道立学校における私

費会計の適切な取扱

い及び金銭事故の防

止について 

小学校教頭が自校の私費会計から現金を着服した事案が

発生したことを受け、会計処理の適正化や透明化を図るな

ど、取扱いに厳正を期すよう指導した。 

道立学校教職員 

R7.1.28 飲酒運転根絶に向け

た取組の徹底につい

て 

義務教育学校職員が飲酒運転により検挙される事案が発

生したことを受け、職員一人一人が公務員としての立場を

自覚するよう指導した。 

公立学校教職員 

R7.1.31 学校における不祥事

防止対策会議の開催 

 教職員による不祥事の未然防止のため、有識者や学校関

係者等から意見を聴取し、わいせつ事故など重大事故防止

について検討を行った。 

事務局職員 

公立学校教職員 

R7.2.5 交通違反等の防止に

ついて 

 中学校職員が、過去に運転免許を取り消されていたにも

かかわらず飲酒運転により検挙された事案を受け、各所属

において、公用車等の運転命令や自家用車の公用使用の届

出があった際には、運転免許証の確認や更新漏れがないか

確認するよう指導した。 

公立学校教職員 

R7.3.19 「懲戒処分の指針」

の一部改正について 

 指針を改正し、改正内容を所属職員に確実に周知すると

ともに、職場研修等の様々な機会を活用して不祥事防止に

努めるなどし、服務規律の保持に万全を期すよう指導した。 

事務局職員 

公立学校教職員 
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(3) 北海道教育庁組織風土改革プランの取組 
    道教委では、令和３年度（２０２１年度）に発生したネイパルの指定管理者公募及び選定手続きにおける
職員の不正行  為によって、道民の信頼を著しく損なう事態が発生したことから、令和５年 （２０２３年）５
月に、「北海道教育庁組織風土改革プラン」を策定しました。 
当該プランを推進するため令和５年（２０２３年）６月に設置した組織力向上推進室において、道民の信
頼回復に向けて、不祥事の再発防止に取り組みました。 

 

○組織風土改革プランの取組状況 
 ○組織風土改革推進チームの設置 
    多様な意見を取り入れるため、組織力向上推進室を中心とした、指導主事や社会教育主事、 
 本庁・教育局の若手職員からなる組織風土改革推進チームを設置(R5.7) 
１ 風通しのよい職場づくり 
○めざす姿 ○ 上司・部下の関係や職種の違いを超えて、直言・助言をすることができ

る職場環境の整備 
○具体的取組 ○ 日常的なコミュニケーションの促進 

○ 本庁局長級、本庁課長級、各所属での管理職員間、係単位等でのミーテ
ィングの実施 

○ 業務に取り組む上での基本的な考え方を共有するための組織理念、道教
委新３K宣言「気づく 気にする 気にかける」を制定（R5.9） 

○ 教育長と若手職員との意見交換会（R5.11、R6.11） 
○ 管理職員を対象とした、外部専門家によるコミュニケーション研修 
（R6.1、R6.8） 

○ 風通しのよい職場づくりに向けた意見交換会 
（R6.6 本庁一般職、R6.7 本庁管理職、R6.9-11 教育局・所管機関） 

 
２ コンプライアンス意識の確立 
○めざす姿 ○ 法令遵守を絶対規範として職務を遂行し、これを逸脱した業務の成果を

認めない組織風土の醸成 
○具体的取組 ○ 教育長訓示(R5.4) 

○ 本庁局長級以上の幹部職員による特別研修（R5.4、12） 
○ コンプライアンス確立会議（本庁局長級・課長級）(R5.6、R6.5) 
○ コンプライアンス確立月間における各所属での職場研修 
（R5.6-7、R6.5-6） 

○ 管理職員が職務を遂行する上で取るべき行動を示す「北海道教育庁管理 
職員コンプライアンス行動基準」を策定(R5.9) 

○ 管理職員のためのコンプライアンスハンドブックの作成(R5.9) 
○ 管理職員を対象とした、弁護士によるコンプライアンス研修（R6.12） 

 
３ ガバナンス機能の強化 
○めざす姿 ○ 不正や不祥事の発生を許さず、仮にそれらが認められた場合には早期に

是正・対応ができる組織管理体制の確立 
○具体的取組 ○ ハラスメント相談に関する弁護士による外部窓口を設置(R5.4) 

○ 内部統制制度の導入(R5.4) 
○ 職員アンケートの実施(R5.9、R6.3、12) 
○ 外部講師によるハラスメント相談窓口担当者研修(R5.10、R6.7) 
○ 教育庁職員の相談窓口ポータルサイトを開設(R5.10) 
○ 多様な面談の実施例周知(R5.11) 
○ 内部統制評価報告書作成(R6.9)  
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16 令和７年（2025 年）３月実施 公立高等学校等入学者選抜実施状況 

  全日制普通科の約７割で推薦入試が実施されるなど、各学校において改善の趣旨を生かした入学者選抜 
が進められています。例年３月下旬に開催している公立高等学校入学者選抜学力検査問題等研究協議会で 
は、中学校及び高等学校の教員から学力検査や入学者選抜に係る事務などについての意見等を受け、より 
適切な入学者選抜の在り方について検討を進めています。 

(1) 出願者の概要 
令和７年３月中学校卒業者 中学校卒業者数 39,970 

出願者数  29,225（全日制 28,296、定時制 929） 

合格者数  25,404（全日制 24,548、定時制 856） 

過年度中学校卒業者 出願者数      87（全日制   30、定時制  57） 

合格者数     65（全日制＋定時制） 

出願者総数（Ａ） 29,312 

合格者総数（Ｂ） 25,469  ＊合格率 86.9%（Ｂ／Ａ） 

第２次募集による合格者を含む合格者数（Ｃ） 25,706 

定員充足率 82.0％  ＊Ｃ／31,336（募集人員） 

(2) 課程・学科別出願者の状況 

課
程 

大学科 
第１次 第２次 総 数 

定員 倍率 

出願者数 受検者数 合格者数 出願者数 受検者数 合格者数 出願者数 受検者数 合格者数 

 

全 

 

日 

 

制 

合 計 28,326 27,023 24,569 201 201 187 28,527 27,224 24,756 29,366 0.92 

普 通 19,926 19,048 16,934 136 136 123 20,062 19,184 17,057 19,730 0.97 

職 

業 

学 

科 

農業 973 947 926 8 8 8 981 955 934 1,440 0.66 

工業 2,106 1,947 1,885 21 21 20 2,127 1,968 1,905 2,280 0.85 

商業 2,371 2,275 2,186 12 12 12 2,383 2,287 2,198 2,640 0.86 

水産 251 223 213 11 11 11 262 234 224 360 0.62 

家庭 101 100 100 0 0 0 101 100 100 120 0.83 

看護 67 67 67 1 1 1 68 68 68 120 0.56 

福祉 14 14 14 0 0 0 14 14 14 40 0.35 

専

門

学

科 

理数 389 357 311 2 2 2 391 359 313 320 1.12 

体育 80 77 77 0 0 0 80 77 77 80 0.96 

外国語 130 125 110 4 4 4 134 129 114 120 1.04 

工芸 53 50 41 0 0 0 53 50 41 40 1.25 

数理※ 70 66 80 0 0 0 70 66 80 80 0.83 

総 合 1,795 1,727 1,625 6 6 6 1,801 1,733 1,631 1,996 0.87 

定

時

制 

合 計 986 953 900 45 45 45 1,036 1,003 950 1,970 0.48 

普 通 707 684 649 24 24 24 734 711 676 1,290 0.53 

職
業
学
科 

農業 123 121 105 3 3 3 126 124 108 160 0.76 

工業 130 124 124 16 16 16 148 142 142 440 0.28 

商業 26 24 22 2 2 2 28 26 24 80 0.30 

全＋定 合計 29,312 27,976 25,469 246 246 232 29,563 28,227 25,706 31,336 0.89 

    ※  第１次及び総数は、推薦・連携型を含む。定時制課程の総数は、定時制の第２次募集後の合格者数を
含む。 

※  大学科の「数理」は「数理データサイエンス」の略である。 



 

 

                                                                   

 

 

 

第２章　施策の推進状況 

 

 

 

 

 

 

ポ イ ン ト

　本章では、北海道教育推進計画（令和５年度（2023年度）～令和９年度（2027年度））

で設定した22の施策項目ごとに、推進指標や施策の進捗状況を分析・評価し、「順調」、

「概ね順調」、「やや遅れている」、「遅れている」の４つの区分により総合評価を行

うとともに、総合評価を踏まえた次年度の取組を示します。 

 

[ 評価の概要 ] 

(1) 対象年度 

　　令和６年度（2024年度）（北海道教育推進計画の各施策項目に関する点検･評価） 

 

(2) 評価内容 

　ア　定量評価 

　　　施策項目ごとに設定した推進指標について、進捗率を踏まえて分析・評価 

 
　イ　定性評価 

　　　施策項目の取組の柱ごとに整理した内容に基づき分析・評価 

 
 Ｐｌａｎ Ｄｏ Ｃｈｅｃｋ

 
 主な取組 取組の実績 取組の成果と課題
 

 

   ウ　定量評価と定性評価の結果に基づく総合評価

 

　エ　総合評価を踏まえた次年度の取組   → 　Ａｃｔｉｏｎ



 

定性評価 

(０～１点) 

定量評価 ①各推進指標の進捗率により４段階で評価 
 

進捗率 100％以上 90～100％ 80～90％ 80％未満 

点 数 ４ ３ ２ １ 

 

②各指標の平均点により判定 

 
 
 

定性評価 ③各取組を次の観点により２段階で評価 

 

 

 

 

 

 
 

④各取組の平均点により判定 

 

総合評価 ➄定量評価と定性評価の合計点により判定 

 
 
                 

判定の基準 

合計点 総合評価 

4.6 以上 順  調 

3.6 以上 4.6 未満 概ね順調 

2.1 以上 3.6 未満 やや遅れている 

2.1 未満 遅れている 

(定量評価できない場合) 判定不可 
 

 

評価の方法 

定量評価 １～４点 

定性評価 ０～１点 

点検・評価の結果を踏まえた取組を進め、施策の方向性に

進展が見られるか 

点 数 

 進展が見られる 進展が見られない 

１ ０ 

定量評価 

(１～４点) 

各指標の 

平均点 

総合評価 

(１～５点) 

合計点 
各取組の 

平均点 
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１　 個別施策の評価  

 

   北海道教育推進計画（令和5年度（2023年度）～令和9年度（2027年度））の体系図 

 

 【自立】　自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、自立の精神にあふれ、  

 　　　　自らの夢に挑戦し、実現していく人を育む  

基本理念  

【共生】  ふるさとへの誇りと愛着を持ち、これからの社会に貢献し、  

　　　　共に支え合う人を育む  

基本理念を実現するための３つの施策の柱 ２２の施策項目

 

 施策の柱　 １  ① ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進          　 　  Ｐ32 

 　 子どもたち一人一人の可能性を  ② 幼児教育の充実                      Ｐ36 

   引き出す教育の推進  ③ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成 

   （小・中学校）                       Ｐ39 

 ④ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成 

   （高校）                             Ｐ43 

 ⑤ 特別支援教育の推進                  Ｐ46 

 ⑥ ＳＴＥＡＭ教育の推進                Ｐ49 

 ⑦ キャリア教育の充実                  Ｐ52 

 ⑧ 体力・運動能力の向上                Ｐ55 

 ⑨ 健康教育・食育の充実                Ｐ58 

 ⑩ 道徳教育の充実                      Ｐ61 

 ⑪ ふるさと教育の充実                  Ｐ64 

 ⑫ グローバル人材の育成                Ｐ67

 

 施策の柱２  ⑬ ＩＣＴの活用推進                    Ｐ70 

   学びの機会を保障し質を高める  ⑭ いじめ防止の取組の充実               Ｐ75 

   環境の確立  ⑮ 不登校児童生徒への支援の充実        Ｐ78 

 ⑯ 教員の養成・採用・研修の一体的な改革の 

    推進                                 Ｐ81 

 ⑰ 働き方改革の推進                    Ｐ85 

 ⑱ 学びのセーフティネットの構築        Ｐ88

      

 施策の柱３　  ⑲ 地域と学校の連携・協働の推進        Ｐ92 

   地域と歩む  ⑳ 生涯学習・社会教育の振興            Ｐ95 

   持続可能な教育の実現  ㉑ 安全・安心な教育環境の構築          Ｐ99 

 ㉒ 芸術文化活動の推進                 Ｐ102



定量評価 定性評価

平均点 平均点 合計点 判　定 前年度比

 １ ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進 2.3 1.0 3.3 やや遅れている ー やや遅れている

 ２ 幼児教育の充実 4.0 1.0 5.0 順　　調 ー 概ね順調

 ３ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成(小・中) 2.4 0.8 3.2 やや遅れている ー やや遅れている

 ４ 新しい時代に必要となる資質・能力の育成(高校) 3.2 1.0 4.2 概ね順調 ー 概ね順調

 ５ 特別支援教育の推進 2.0 1.0 3.0 やや遅れている ー やや遅れている

 ６ ＳＴＥＡＭ教育の推進 2.3 1.0 3.3 やや遅れている ▼ 概ね順調

 ７ キャリア教育の充実 3.5 1.0 4.5 概ね順調 ー 概ね順調

 ８ 体力・運動能力の向上 3.0 0.7 3.7 概ね順調 ー 概ね順調

 ９ 健康教育・食育の充実 2.3 1.0 3.3 やや遅れている ー やや遅れている

１０ 道徳教育の充実 4.0 1.0 5.0 順　　調 △ 概ね順調

１１ ふるさと教育の充実 4.0 0.8 4.8 順　　調 ー 順　　調

１２ グローバル人材の育成 3.0 1.0 4.0 概ね順調 ー 概ね順調

定量評価 定性評価

平均点 平均点 合計点 判　定 前年度比

１３ ＩＣＴの活用推進 3.0 1.0 4.0 概ね順調 ー 概ね順調

１４ いじめ防止の取組の充実 2.6 1.0 3.6 概ね順調 ー 概ね順調

１５ 不登校児童生徒への支援の充実 3.2 1.0 4.2 概ね順調 △ やや遅れている

１６ 教員の養成・採用・研修の一体的な改革の推進 3.0 0.8 3.8 概ね順調 ー 概ね順調

１７ 働き方改革の推進 3.0 1.0 4.0 概ね順調 ー 概ね順調

１８ 学びのセーフティネットの構築 4.0 1.0 5.0 順　　調 △ やや遅れている

○ネットトラブルや端末利用のルールについては、家庭や保護者の理解と情報共有が重要であり、資料配布にとどまらず、授業での指導
  や保護者説明会などを通じて全体で徹底する必要がある。
○いじめ防止の制度整備と組織的対応は進んでおり、今後は教職員の観察力や対応力を高める研修や実践共有、学校全体で防止に取り組
  む風土づくりが重要である。また、長期欠席を防ぐには初動対応が重要であり、管理職のリーダーシップの下、重大事態化を防ぐ粘り
  強い対応が求められる。
○不登校の深刻化を防ぐ支援体制の整備は進んでいるが、未然予防の視点を一層強化する必要がある。今後は、予防に効果的な先進事例
  の共有に加え、児童生徒理解・支援シートを活用し、低学年からの組織的な情報共有や、学校段階を超えた継続的な見守りと支援が重
  要である。
○教員不足が深刻化する中、教育委員会による養成・採用・研修の一体的な取組は心強く、ペーパーティーチャーの採用も人手不足の解
  消に寄与している。ただし、経験が浅い彼らへの研修機会が限られており、現場と連携した体制づくりが必要である。また、定年延長
  で教員数は確保できるが、退職年齢層の教員には、教育の最新動向やICT活用などに対応する研修が求められる。さらに、過重労働に
  よるメンタル不調を防ぐため、産業医との面接は運用の見直しを含め、確実に実施することが重要である。

施策の柱２に関わる北海道教育推進会議からの主な意見

〈施策の柱１〉　子どもたち一人一人の可能性を引き出す教育の推進

施策の柱１に関わる北海道教育推進会議からの主な意見

○SDGs・ESDの推進に関し、先進校の取組は重要なモデルであり、今後は好事例の共有やネットワーク構築を通じて、各地域で継続的に
  定着する仕組みが求められる。
○新しい時代に必要となる資質・能力の育成（小・中）に関し、PDCAサイクルの停滞や学習時間の伸びにくさに加え、ICT活用が「個別
  最適な学び」や「協働的な学び」に十分つながっていない点については、要因分析が必要である。こうした課題の克服には、校長の
  リーダーシップのもと、教員の指導力向上に向けた計画的・組織的な研修が重要である。
○キャリア教育は高校生からでは遅く、小・中学生からの取組や、保護者への分かりやすい周知を含むキャリアパスポート活用も重要
  である。
○北海道の教育施策が着実に進展していることが分かり、あわせて課題にも目を向けた具体的な改善策が示されている点が評価できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　　価
項　　目

令和６年度 前年度

項目番号 施　　　　策
総合評価

総合評価

〈施策の柱２〉　学びの機会を保障し質を高める環境の確立

項目番号 施　　　　策
総合評価

総合評価

令和６年度（2024年度）北海道教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書（概要版）

１　点検・評価の流れ
　  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条に基づき、教育委員会は、①毎年、②学識経験を有する者の知見を活用し、③教育
  委員会の権限に属する事務の管理・執行の状況について点検・評価を行い、④その結果に関する報告書を作成し議会に提出・公表（平
  成20年度（2008年度）から実施）。

２　点検・評価報告書の構成
　①　第１章　教育委員会の活動状況…教育委員会の会議の開催状況、法規等の制定及び計画等の策定状況など16項目
　②　第２章　施策の推進状況…北海道教育推進計画（2023年度～2027年度（令和５年度～９年度））に掲げる22の施策項目ごとに推進
    状況を評価
　③　資料編　その他参考資料…研究指定校等一覧、教職員等の研修、図書館等社会教育施設の利用実績など16項目

３　「第２章　施策の推進状況」の概要
　①　ＰＤＣＡサイクルに基づき、取組の実績、成果や課題等を分析・評価するとともに、総合評価を踏まえた次年度の取組を整理
　②　22の施策項目ごとに推進指標の進捗率による定量評価と、定性評価により評価
　　・ [定量評価] 施策項目ごとに設定する推進指標ごとに４段階（１～４点）で評価し、その平均点で判定
　　・ [定性評価] 定量評価を補足するため、取組の柱ごとに２段階で評価し、その平均点で判定
　　・ [総合評価] 定量評価と定性評価の合計点により４段階で判定～「順調」、「概ね順調」、「やや遅れている」、「遅れている」

４　各施策項目の評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　　価
項　　目

令和６年度 前年度
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定量評価 定性評価

平均点 平均点 合計点 判　定 前年度比

１９ 地域と学校の連携・協働の推進 3.0 1.0 4.0 概ね順調 ー 概ね順調

２０ 生涯学習・社会教育の振興 2.3 0.8 3.1 やや遅れている ー やや遅れている

２１ 安全・安心な教育環境の構築 2.6 1.0 3.6 概ね順調 △ やや遅れている

２２ 芸術文化活動の推進 3.8 1.0 4.8 順　　調 ー 順　　調

〈施策の柱３〉　地域と歩む持続可能な教育の実現

施策の柱３に関わる北海道教育推進会議からの主な意見

○地域と連携した学校づくりは重要であり、学校運営協議会や協働活動は大きな役割を担っている。人材不足の中でも、高齢のコーディ
  ネーターやボランティアの貢献も大きく、一層の成果の発信が求められる。一方で、制度の目的や役割への理解不足から形骸化が懸念
  され、地域コーディネーターの役割も含めた関係者への理解促進と研修の充実が必要である。
○危機管理マニュアルが校内で機能するよう、予防的観点から引き続き取組の推進が必要である。１日防災学校は広がりつつあるものの
  地域や教職員間で温度差が見られるため、マニュアルの見直しと併せて意識向上に向けた取組が求められる。
○オンラインアート教室などを通じて子どもたちが芸術に触れる機会を一層充実させるため、事業の工夫や広報の充実が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　　価
項　　目

令和６年度 前年度

項目番号 施　　　　策
総合評価

総合評価

■　定量評価

①　各推進指標について進捗率により４段階で評価

進捗率 100％以上 90～100％ 80～90％ 80％未満

点　数 ４ ３ ２ １

１～４点

■　定性評価

①　各取組の柱ごとに次の観点により２段階で評価

点　数

０～１点

■　総合評価

○　定量評価と定性評価の合計点で判定

定量評価できない場合 判定不可

3.6以上4.6未満 概ね順調

2.1以上3.6未満 やや遅れている

2.1未満 遅れている

②　各取組の点数を合計し平均点で判定

総合評価の判定基準

合計点 総合評価

4.6以上 順　　調

②　各推進指標の点数を合計し平均点で判定

　点検・評価の結果を踏まえた取組を進め、施策の方向性に進展が見ら
れるか

進展が見られる 進展が見られない

１点 ０点

■　評価一覧表ー

定量評価平均点 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

４ 1 3

３以上４未満 11 11

２以上３未満 8 8

１以上２未満 2 0

評価不可 0 0

定性評価平均点 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

1 18 18

１未満 4 4

総合評価 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

順　　調 2 5

概ね順調 12 11

やや遅れている 8 6

遅れている 0 0

判定不可 0 0

施
策
項
目
数

施
策
項
目
数

施　策
項目数
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